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 今回、軽中間子および重中間子の有効理論を用いた 2つの方法で、強い CP問題を避けら
れるほどインスタントン効果が大きくないことを示した。将来予定されている B ファクト
リー実験における精密測定によって、B中間子の質量スペクトラムや崩壊定数がより精度よ
く与えられる。また、大規模な格子計算の進展によって崩壊定数が数値計算されるなどQCD
の動力学の理解が進むであろう。重中間子有効理論を用いた解析において、これらによっ
てインスタントン効果の寄与する結合定数と寄与しない結合定数とを独立に決定すること
ができれば、より強い主張が得られることが期待される。 
